
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果

●全職員による共通理解と共通実践
学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業の実践

●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・全職員でマイプランを共有する。
・校内研修で取り組み内容・進捗状況を
交流し促進を図る。 A

・確かな学力向上や充実を意識した教科指導によ
く取り組んだ教師は、２６．７％、概ね取り組んだ
教師は、７３．３％で、合わせると１００％だったた
め、しっかり意識して取り組んでいた。

○様々な場での交流活動の充実と表現
力の向上

○全国や県調査の該当する問題で、到達基準
を上回るようにする。
○「自分の考えを友達に伝えることがよくできる」
と答える児童の割合を５０％以上(独自調査）

・各教科で、資料等を基に自分の考えを
まとめたり、交流・説明したりする場を意
図的に設定する。 A

・子どもに身に付けたい力を意識して、授業づくりによく取り組んだ教
師は、４６．７％で、だいたいできた教師は、５３．３％、合わせると１０
０％だったため、しっかり意識して取り組んでいた。
・「自分の考えを友達に伝えることがよくできる」と答えた児童の割合
は４３％と中間評価より下がったが、概ね達成出来た児童を合わせる
と９３％の達成率で中間評価より伸びた。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○心の教育に係るアンケートにおいて肯
定的な回答をした児童80％以上

・心の教育に係るアンケートを実施し、意識を高める。
・特別活動やより良い人間関係づくりに関する校内研修等を
実施する。
・毎時間の学習の振り返りを教室内に掲示し、児童の自己肯
定感を高める。
・「たすきコーナー」を効果的に活用し、児童の自己肯定感を
高める。

B

・意欲的に活動に取り組む児童は多くいたが、児童自身の自
信を高めるというところまでには到達することができなかっ
た。
・たすきカードを放送で発表することで、たすきカードを書くこ
とへの意欲は高まったように感じる。
・たすきカードを互いに見合う時間を十分に確保できなかっ
た。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員８０％以上

・毎月の心のアンケートや、教育相談週間
の実施,Q-Uにより児童の実態把握に努め
る。
・いじめの対応についての研修・会議を長
期休業中および随時行う。

A

・かがやく北明っ子教師のふり返りで、いじめ防止
等について、組織的に対応ができていると回答し
た職員が、前期後期ともに１００％だった。
・教育相談週間を年に２回実施し、6年生には
SC,SSWによる個人面談も実施した。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒７５％
以上

・様々な場面で児童の良さを称賛し、児童
の良さを生かした活動に取り組ませる。
・学習の時だけでなく、様々な活動の折に
は目標やめあてを立て、それを振り返る活
動を通して、自分自身の成長を感じられる
ようにする。

A

・1月のかがやく北明っ子の反省より「先生はあなたのよいところを認
めてくれている」と答えた児童は97％で中間評価と同じだった。内訳を
見ると、肯定的な意見を維持することができていた。「将来の夢や目
標を持っている」と答えた児童は89％でこの項目も中間評価と同じ
だった。内訳を見ると、肯定的な意見の中でも「よくできた」の項目が
大幅に増えた。今後も様々な活動の折に目標やめあてを立て、振り返
る活動を通して自分自身の成長を感じられる機会を増やしていきた
い。また、保護者への啓発も行っていきたい。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童６０％
以上

②早寝早起き朝ごはんアンケートで、
「朝ごはんを食べてきている」と答える児
童９０％以上
❸「健康に良い食事をしている」児童生
徒９０％以上
❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

・休み時間は、外遊びを奨励する。また、ス
ポーツ大会などを企画し、運動への意欲を
喚起する。
・早寝早起き朝ごはんアンケートを年２回実
施する。事前に養護教諭による指導を行
い、生活習慣を整えることの意識を高める。
・教師や栄養教諭による食育を行い、食に
対する意識を高める。
・交通安全教室を発達段階に応じて実施
し、定期的に登下校の様子を振り返らせる
とともに、注意することを指導する。

A

・かけっこタイムや長縄チャレンジなど、外での活
動時間が増える行事に取り組むことで、活発に運
動する児童が増えた。
・かがやく北明っ子児童の振り返りで「早寝早起き
朝ごはん」ができていると回答した児童は９０％以
上に到達している。１月には、養護教諭から各学
年に生活習慣についての指導を行い、睡眠や朝
ごはんの重要性についても伝えた。
・１２月には給食委員会による児童集会で、全校
児童に栄養についての発表を行った。また、１月
には残菜調べを行い、食の大切さへの意識を高
めた。

○安全に関する資質・能力の育成 ○登下校において、自分で安全に気を
付けていると回答した児童80％以上
〇避難訓練において、自分で考えて行
動できたと回答した児童80％以上

・登校の様子の振り返りを、毎学期１週間行わ
せ、自分で安全に気を付けて登校する意識を持
たせる。
・避難する際の注意事項について事前指導を行
い、訓練後には自分の行動について振り返らせ
る。

A

・安全に気をつけて登下校できたと答えた児童は84％で、前期よりも6％減少し
た。集団登校チェック週間では、困り感を訴える地区はあまりなかった。しか
し、寒くなったことで自力登校をしていないと感じている児童が増えたためだと
思われる。
・事前指導を行った後に避難訓練（火災、地震・津波）を行ってきた。９割以上
の児童が自分でも考えながら避難することができた。地震・津波避難訓練は、
能登半島地震後の取り組みだったため避難経路を考え直したり、津波から避
難する場所を確認したりすることができた。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・メンタルヘルス、服務の研修を実施するととも
に働き方改革についての意識向上のために定
時退勤日を設定し、常に声掛けを行う。
・会議や行事等に向けて計画的に取り組むこと
ができるよう進捗状況を確認する。

A

・「業務の効率化に組織的に取り組むことができた」と答えた教職員は、８０％
から８７％に増えた。「働きやすい職場である」と、「よく思う」と答えた教職員
は、４０％から６６％に増えた。声を掛け合い、助け合いながら職務を遂行して
いる様子がうかがえる。７月～１２月の県費職員の月平均時間外業務時間は、
各月ともに４５時間を下回った。行事等に向けて計画的に取り組むことができ
た成果であるが、勤務時間に個人差があることは、その解消に向けて今後の
課題となるところである。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果

○特別支援教育の充実

○支援が必要な児童への適切な支援に
ついての全職員による共通理解と実践

○年２回、職員に対して意識調査を実施
し、特別支援体制が機能していると回答
した教員７０％以上

・個別の教育支援計画、指導計画を確実に作成し，前
期後期で振り返りをして改善をする。
・特別支援教育に関する研修会の実施
・月１回の児童理解支援会を実施し、全職員で共通理
解と支援にあたる。

A

・特別支援体制が機能しているとアンケートに答えた職員が１
００％であり、支援の必要な児童に支援をすることができた。
全職員が、特別な支援が必要な児童について、共通理解し協
力して支援体制をとることができた。
・SC、SSW、支援団体、医療機関等の専門機関とも連携をと
り、よりよい支援をすることができた。
・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

最終評価

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上についてはマイプランを共有し、重点指導内容を共通認識して実践した。また、毎週２回、朝の時間に「国語チャレンジ」「算数チャレンジ」を、年に２回「漢字フェスタ」「計算フェスタ」の取
組を実践したことにより、基礎的・基本的な学力の定着が図られ、学習状況調査において良い結果が出た。授業力の向上と学習内容の定着を意識した取組の成果だと捉える。保護者アンケートにお
いても、本校の教育活動について全項目で「概ね達成」以上の評価であり、学校関係者評価においても、高い評価を受けた。
・本校児童の課題である表現力の向上、主体的な活動についても教師が課題を共有し、解決の方策を考え取り組んだ。今年度より、特別活動の領域において校内研究として取り組み、表現力の向
上や話し合い活動の充実な,ど児童が活躍できる場作り、活動内容の検討などを進めていった。今後はさらに児童の自己肯定感を高めるための方策を探っていく。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、見通しを持って業務に取り掛かることができるよう意識付けをしていくことで、職員が効率的に業務を推進していくことができた。また、行事等を見
直す検討会を２回開き、業務の精選をしていったことも勤務時間の削減につながった。
･個に応じた教育、特別支援教育には保護者、学校関係者評価においても高い評価を得ている。児童に寄り添い、全職員で見取り、情報共有することにより今後も、個に応じた支援･指導を充実させ
ていきたい。
・コミュニテイスクール・地域学校一体型教育におけるこれまでの取組は、今年度も充実しており、先進校として他県からの視察も来た。今後も、地域と連携し、保護者とともに教育活動を行っていくた
めにも、社会に開かれた教育課程を実践し、保護者や地域との情報共有、学校の取組の発信などを進めていく必要がある。		
				

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上についてはマイプランを共有し、実践した。また、毎週2回、朝の時間に「国語チャレンジ」「算数チャレンジ」を,毎学期末に「漢字フェスタ」「計算フェスタ」の取組を実践したことにより、基礎的・基本的な学力の定着が図

られ、学習状況調査において良い結果が出た。授業力の向上を意識した取組の成果だと捉える。保護者アンケートにおいても、本校の教育活動について全項目で「概ね達成」以上の評価であり、学校関係者評価においても、高い評価を受け

た。

・本校児童の課題である表現力の向上、自主的な活動についても,教師が課題を共有し、解決の方策を考え取り組んでいった。来年度は、特別活動の領域において校内研究として取り組み、表現力の向上や話し合い活動の充実など児童が活

躍できる場作りや活動内容の検討などを進めていく。

・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、毎週金曜日の定時退勤推進日など意識化を図った。令和4年度はコロナ対応業務により、超過勤務が多くなった。今年度は、出勤翌日に振り替え休日をとりやすいよう、日曜日出勤日で

行事等を設定する。

・個に応じた教育、特別支援教育には保護者、学校関係者評価においても高い評価を得ている。児童に寄り添い、全職員で見取り、情報共有することにより今後も、個に応じた支援･指導を充実させていきたい。

・コミュニテイスクール・地域学校一体型教育におけるこれまでの取組が評価され、令和4年度は、文部科学大臣賞を受賞することができた。今後も、地域と連携し、保護者とともに教育活動を行っていくためにも、社会に開かれた教育課

程を実践し、保護者や地域との情報共有、学校の取組の発信などを進めていく必要がある。	

２　学校教育目標

「学校・家庭・地域の思いを受け継ぐ　かがやく　北明っ子の育成」

◇　かしこく（知）：確かな学力・知恵を磨く　◇　やさしく（徳）：やさしい心・人と関わる力を培う

◇　たくましく（体）：健康で元気な態度を育む

３　本年度の重点目標

○生き生きと学習に取り組み、自分の考えや思いを伝え合い、学び合う児童の育成。

○人と協調し、人を思いやる心の育成○人と関わる力の育成○感謝する心と学校や郷土を愛する心の育成

○望ましい健康生活の習慣化、学校体育の推進○食育の推進と性教育の実施○防犯・安全教育の推進◯特別支援教育、教育相談の充実

学校名 白石町立北明小学校

４　重点取組内容・成果指標


